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進」を重点施策項目の一つに掲げ、福祉施設入所者を 2005年度の 14.6万人から 2011年
度には 13.5万人までに減らすという数値目標を設定した。さらに、第 3次障害者基本計
画（2013～2017年度）においては、2005～2014年度までの 10年間の福祉施設入所者









支援の現状について』（2013年 7月 26日）の資料によれば、2010年 10月 1日～2011
年 10月 1日の 1年間で、障害者の入所施設を退所した人は 10,181人で、そのうちグル
ープホームやアパートなどへの地域生活に移行した人は 4,836人（47.5 %）であった。







依存し続けてきたことや（きょうされん 2010、曽根 2002、鈴木・塩見他 2005）、「親
によるケアに頼ることなく、本人が地域で安心・安全・豊かに暮らし続けることを社会で
支える」という「社会的ケア」の発想や仕組みが欠如していたことから起こっていると言

























































進めた。第 1 ステップは 2010~2012 年度に実施した「相談支援従事者に対する聞き取り
調査」、第 2ステップは 2013～2014年度の「知的障害児・者の母親に対するアンケート調








査」、第 3ステップは 2015～2016年度の「実践ガイドの作成」である（表 0-2-1）。 
 
第 3節：論文の構成 
■第 1章：障害者の自立と「脱親」についての先行研究レビュ  ー















 第 3節：先行研究から抽出した母子密着リスク要因と母子密着の解消に向けた介入方法 






































































 第 2節：調査結果の概要 








































 第 1節：実践ガイド（案）の作成 




















































 第 2節：ソーシャルワークへの示唆と今後の課題 






















  ⇒ 序章（p.1, p.2）、第 1章（p.15, p.16, p.23）、第 2章（p.45）、第 3章（p.62） 
■植戸貴子（2012）「知的障害者と母親の『親離れ・子離れ』問題：知的障害者の地域生活
継続支援における課題として」『神戸女子大学健康福祉学部紀要』4, 1-12 




 ⇒ 第 1章第 2節のベースとなっている 
■植戸貴子（2014）「知的障害者の地域生活継続のための先駆的相談支援実践：障害者相
談支援事業所に対する聞き取り調査から」『神戸女子大学健康福祉学部紀要』6, 15-28 
 ⇒ 第 2 章（p.46~p.47 表 2-1-1「2011～2012 年度聞き取り調査」）、第 3章（p.62） 
■植戸貴子（2015）「知的障害児・者の親によるケアの現状と課題：親の会の会員に対する 
アンケート調査から」『神戸女子大学健康福祉学部紀要』7, 23-37 












































































第 1章：障害者の自立と「脱親」についての先行研究レビュ  ー
 すでに述べたように、これまで知的障害児・者のケアは主として母親が担ってきた（き
































































































































































































































































































































Tom Shakespeare（2006）”Disability Rights  
and Wrongs”. Oxon: Routledge 
“I thought it was important to challenge the traditional valuation of family support  
for disabled people. Whereas parents had previously been celebrated as altruistic  
and nurturing, I pointed to the inequality, oppression and abuse which were  


























































































キーワード ヒット件数 関連すると思われた文献の領域と件数 
母子密着 23件 臨床心理(1)／教育心理(1)／看護(1)／ソ
ーシャルワーク(1) 
母子分離／福祉 2件 0 
母子分離／ソーシャルワーク 0件 0 
母子分離／保育 10件 保育(1) 
母子分離／教育 57件 臨床心理(1)／教育心理(3) 
母子分離／心理 45件 0 
母子分離／医療 10件 医療(1)／看護(1) 
母子分離／看護 45件 看護(3) 
母子関係／介入 21件 教育心理(1)／看護(1) 
母子関係／治療 45件 臨床心理(1) 
母子分離／病理 9件 臨床心理(1) 
母子／共生関係 3件 臨床心理(1)／医療(2) 












医療 看護 合計 















保育 医療 看護 合計 

























































































































































 表 1-2-4：母子密着の解消に向けた介入に関する先行研究：一覧表（1/4） 
                                                      




Ingersoll-Dayton, B. et al.(2011). 
Intergenerational ambivalence: 
Aging mothers whose adult 
daughters are mentally ill. Families 
in Society, 92(2), 114-119 
・”the mothers felt that they should promote their daughters’ independence, but the precarious 
emotional states of their daughters also evoked an obligation to provide help. The mothers also 
experienced conflicting expectations concerning how much help they should give their daughters 




























Suiter, S. V. et al. (2011). Issues of 
care are issues of justice: Reframing 
the experiences of family caregivers 
of children with mental illness. 
Families in Society, 92(2), 191-198 
・”Often the negative experiences coexisted with positive experiences.・・・Considering these two 
seemingly contradictory statements in relation to each other alerts us to the necessity of providing 
support for caregivers, as opposed to making the argument that caregivers should be relieved of 
responsibility of caregiving.” （p.194） 
 表 1-2-4：母子密着の解消に向けた介入に関する先行研究：一覧表（2/4） 
                                                       



















Speck, R. V. (1985). Social networks 
and family therapy. In J. 
Schwartzman (Ed.), Families and 
Other Systems (pp.63-83). NY: The 
Guilford Press. 
・”The network was able to support her(mother) by helping her to contain her anxiety. The son was able 
to form separate attachments in the network more fully as an individual.”(p.74) 
・”My emphasis・・・has been on the interpersonal, transactional, on-going phenomena, rather than on 
intrapsychic process, although the latter have also been worked on in network meetings.”(p.74) 






















                                                       












































                                                       






























































































子の状況 母親役割を強化する子の自立不全 水本(2009) 
















































介入の対象 介入の視点 先行研究の著者 
ミクロ 本人 自立を促進する 頼藤(1994) 














































































































































































































事業所）の施設長 6名と支援課長など 2名を対象に、2011年 8月～2012年 2月には、4
ヶ所の障害者相談支援事業所の所長 2名と相談支援従事者 5名を対象に、さらに 2013年























2011年度 相談支援事業所 H事業所 近畿圏 H1相談支援専門員 






実施年度 調査協力施設・事業所 調査協力者 
2011年度 相談支援事業所 J事業所 関東圏 J1コーディネータ  ー
J2コーディネータ  ー
J3ヘルパ  ー
K事業所 近畿圏 K1事業所責任者 






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































    ：独立変数から従属変数への因果関係 
細字：独立変数（社会的ケアへの移行に関係すると思われる要因） 
     （楕円囲み）：独立変数のうちの母親の側の要因 
     （四角囲み）：独立変数のうちの母親以外の要因 
太字：従属変数（社会的ケアへの移行の準備の度合い） 
 




























































① 回答者の基本属性（続柄、年齢、社会参加状況 2項目、健康状態）、5項目 
② 知的障害本人の基本属性（性別、年齢、療育手帳、障害程度区分、行動特性 4 項目、
自立度 8項目）、16項目 
③ 社会的ケアへの移行の準備に関する質問（サービス利用状況 6 項目、母子が別々に過
ごす時間 4 項目、ケアを委ねようという意向 8 項目、子の自立に向けた関わり 11 項
目）29項目 
④ 社会的ケアへの移行の準備に関係すると思われる質問（母親の価値観 3 項目、母親の
心理状態 13項目、インフォーマルサポート 2項目、フォーマルサポート 7項目、父子
































暮らし向き 暮らし向き 世帯の平均月収 
暮らし向きのゆとり感 












・ 調査協力者の基本属性：単純集計（第 2節） 
・ 社会的ケアへの移行の準備に関係する要因：相関分析／一元配置分散分析（第 3 節） 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
週1回以上 月2回以上 月1回程度 年に数回程度 参加していない 無効回答 無回答
 70 
 
が 20.5%で多く、10代が 18.5％、20代が 18.0%、10歳未満が 9.5%と続いており、40代
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障害程度区分：「区分 1」が 22名（4.9%）、「区分 2」が 65名（14.5%）、「区分 3」が 66
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
区分1 区分2 区分3 区分4
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 休日別々の時間：「5 時間未満」が 43.4%で最も多く、平均が 3.9 時間（0~20 時間、
SD3.66）、中央値が 3時間であった。 
 SS や宿泊行事等による外泊の日数：過去 1 年間に、ショートステイや宿泊行事などの
公的サービスの利用によって、母子が別々に過ごした日数を尋ねたところ、「1～5 日」が
最も多く（27.4%）、平均が 6.1日（0~110日、SD14.88）、中央値は 1日となっていた。 







 ガイドヘルプ月の利用時間：平均が 14.7時間（0～64時間、SD10.52）、中央値が 12時
間という結果であった。 
 過去 1年間のショートステイ利用日数：平均が 12.4日（0～310日、SD30.52）、中央値






















































































86.0%、「体を洗う」では 59.7%、「髪を洗う」では 56.1%、「服を着る」では 78.2%であっ
た。 
 買い物行動の自立度：買い物行動のうち「一人でできる」の割合を見ると、「品物を選ぶ」




 パニックの日数：過去 1ヶ月にパニックのあった日数は、「0日」が 40.0%、「1日～10










 世帯平均月収：世帯の平均月収は、平均が 37.1万円、中央値と最頻値がともに 30万円
で、30万円前後が平均的な月収であると思われる。一方で、回答者間に大きな格差があり













































 分析結果からは、まず、「問 23：平日別々時間」と「問 24：休日別々時間」において、
「問 3：療育手帳」（平日 r=.540、休日 r=.427）、「問 4：障害程度区分」（平日 r=.470、休










































































































































表 3-3-4及び表 3-3-5の通りである。 
 分析結果からは、「問 78：独立規範意識」が強い母親ほど、子どもを「問 15：一人で外
出」（r＝.209, p=.000）させ、「問 17：自分でできることをする」（r＝.141, p=.006）よう
促し、「問19：マナーを教え」（r＝.170, p=.001）、「問20：読み書きを教え」（r＝.200, p=.000）、
「問 52：趣味の機会」（r＝.234, p=.000）を作っていた。また、「問 16：家事」（r＝.126, 











活」（r＝.139, p=.008）を送らせ、「問 19：マナーを教え」（r＝.159, p=.003）、「問 48：本
人のことを周囲に伝え」（r＝.189, p=.000）、「問 50：家族以外と交流させ」（r＝.144, p=.008）、
「問 51：地域活動に参加」（r＝169, p=.001）させるという行動が見られた。また、「問 38：









に「問 16：家事の手伝い」をさせ（r=.108, p=.033）、「問 17：自分でできることをさせ」
（r=.103, p=.042）、「問 19：マナーを教える」（r=.123, p=.106）傾向がうかがえた。「自分
で解決したい」という母親の思いは、「わが子にも自分で解決できるようになってもらいた
い」という思いにつながっていることが推測される。 
また「問 75：就労状況」は、「問 15：一人で外出」（r＝.215, p=.000）、「問 16：家事の





見ると、「問 19：マナーを教える」（r＝.140, p=.007）、「問 48：本人のことを伝える」（r
＝.176, p=.001）、「問 50：家族以外と交流させる」（r＝.228, p=.000）、「問 51：地域活動














「問 50：家族以外と交流させ」（F（1,356）=22.363, p=.000）、「問 51：地域活動に参加






 子の要因に目を向けると、「問 3：療育手帳」「問 4：障害程度区分」「問 9：入浴動作」
「問 10：買物行動」といった「子の自立度」と、「問 15：一人で通学・通勤・外出する」
「問 16：家事の手伝い」「問 17：できることを自分でする」「問 18：規則正しい生活を送





（問 9：入浴動作）や IADL（問 10：買物行動）との間には有意な関連は見られなかった



























































































































問 48：本人のことを周囲に伝える 問 76：ボランティア・地域活動状況** 
問 45：夫は子の世話に協力する** 
問 58：助けてくれる人の有無** 














































問 16：家事の手伝い 問 77：自分で解決したい* 
問 17：自分でする 問 77：自分で解決したい* 
問 18：規則正しい生活 問 33：世話が張り合い** 
問 19：マナーを教える 問 33：世話が張り合い** 
問 77：自分で解決したい* 
問 38：健常児と同じ子育て 問 33：世話が張り合い* 
問 48：本人のことを周囲に伝える 問 3：療育手帳* 
問 4：障害程度区分* 
問 33：世話が張り合い** 
問 50：家族以外と交流させる 問 33：世話が張り合い** 
問 51：地域活動に参加させる 問 33：世話が張り合い** 

















果は、表 3-3-6及び表 3-3-7の通りである。 
まず、「問 78：子どもは親から独立すべき」という独立規範意識が強い母親ほど、「問 30：
将来について子に伝え」（r=.276, p=.000）たり、「問 31：将来について家族と話し」（r=.167, 
p=.003）をしていた。また、独立規範の強い母親ほど、「問 28：親元を離れた生活を想像」
（r=.124, p=.028）し、「問 31：行政に相談する」（r=.140, p=.012）傾向が見られた。 
ケアの負担感については、「問 39：子の行動に困る」と思っている母親ほど、「問 49：
近所に気を配って」（r=.146, p=.007）いた。また、「問 40：世話を誰かに任せたい」と思




























































































































問 28：親元を離れた生活を想像 問 82：世帯平均月収* 
問 33：世話が張り合い* 
問 30：将来について子に伝える 問 42：家族と付き合いづらい* 
問 82：世帯平均月収* 
問 31：将来について家族と話す 問 42：家族と付き合いづらい** 
問 43：社会参加が減った* 
問 33：世話が張り合い** 
問 32：将来について行政に相談 問 75：就労状況* 
問 82：世帯平均月収* 
問 33：世話が張り合い** 





























尺度の 15項目のうちの 11項目を一部改変して用いたものである。 
11の質問項目は以下の通りで通りである。 
「問 15：一人で通学・通勤・外出している」「問 16：家事を手伝う」 
「問 17：できることを自分でする」「問 18：規則正しい生活を送る」 
「問 19：マナーを教える」「問 20：読み書きを教える」 
「問 38：健常児と同じ子育てをする」「問 48：周囲に本人のことを伝える」 





































































「マナーを教える」「読み書き計算を教える」の 5 項目の回答の合計点（最小値 5 点、最
大値 25 点）を「子の自立に向けた生活訓練」という従属変数とし、「趣味の機会を作る」















子寄与率は 53.1%であった（表 3-4-2）。 
表 3-4-2：「ケアを委ねようという意向」の因子分析結果 
                                     n=336 





























― ２．GH利用時間 問 61：GH利用時間 





















































                                      n=355 
































目の回答の合計点（最小値 3 点、最大値 15 点）を「世話の限界」という独立変数とし、

















                                      n=194 

























 因子抽出法：主因子法  回転法：Kaiserの正規化を伴うバリマックス法 
この結果、「夫は子とよく関わる」「夫は子の世話に協力する」「夫は子を理解している」
の 3項目の回答の合計点（最小値 3点、最大値 15点）を「夫からのサポート」という独
立変数とし、「専門職の家族理解度」「専門職の本人理解度」の 2項目の回答の合計点（最
小値 2点、最大値 10点）を「専門職への信頼」という独立変数にまとめた。 







1．母親の年齢 ― 1．母親の年齢 問 72：母親の年齢 
2．母親の社会参加
状況 
― 2-1．母親の就労状況 問 75；母親の就労状況 
― 2-2．母親の地域活動状況 問 76：母親の地域活動状況 
3．母親の心身の状
態 
― 3-1．母親の健康状態 問 72：母親の健康状態 
― 3-2．母親の心理状態 問 44：孤独だと思う 





4-2：世話による孤立 問 42：家族と付き合いづらい＋ 
問 43：社会参加が減った 
5．母親の価値観 ― 5-1：社会に訴える姿勢 問 36：社会に訴える 





― 6-1：支援を求める姿勢 問 74：悩みの相談 
― 6-2：自助努力意識 問 77：自分で解決したい 
― 6-3：他者を受け入れる柔軟性 問 79：助言を受け入れる 
― 6-4：リジリエンス 問 80：困難を切り抜ける 
7．母親の子との関
係についての認識 
― 7-1：母親役割意識 問 33：世話が張り合い 
― 7-2：自分が一番分かっている 問 34：自分が一番分かっている 
― 7-3：子への罪悪感 問 35：子に申し訳ない 
― 7-4：子と一心同体 問 37：子と一心同体 
8．子の年齢 ― 8：子の年齢 問 1：子の年齢 
9．子の特性 ― 9：子のADL/IADL得点 問 9：入浴動作＋ 
問 10：買い物行動 
10．暮らし向き ― 10-1：世帯の平均月収 問 82：世帯の平均月収＋ 
― 10-2：暮らし向きのゆとり感 問 83：暮らし向きのゆとり感 
11：サポート 専門職への
信頼度 



































                                                                         n=174 















50.878 .000 .373 .366 
 
 非標準化係数 標準化係数 t 有意確率 共線性の統計量 






















































































































132.702 .000 .708 .703 
 
 非標準化係数 標準化係数 t 有意確率 共線性の統計量 


































































みR2乗は.338、F値は 0.1%水準で有意な結果となった（表 3-4-9）。 
「ADL/IADL 得点」が最も大きな正の影響を与えており（標準化係数=.275, p=.000）、








































17.654 .000 .358 .338 
 
 非標準化係数 標準化係数 t 有意確率 共線性の統計量 







































































































































11.520 .000 .230 .210 
 
 非標準化係数 標準化係数 t 有意確率 共線性の統計量 

































































































































































 第 1節：実践ガイド（案）の作成 
Ⅰ．実践ガイド（案）作成の経緯 
 実践ガイド（案）は、以下の 3ステップで作成した。 
（１） 相談支援従事者等を対象とした聞き取り調査 






































































































FGは 2016年 2月 10日に A市内の福祉センターの会議室において、9名の相談支
援従事者の参加を得て実施した。また、FGに参加できなかった相談支援従事者のうち
































いずれも 9 名と大半を占めていた。障害者相談支援事業所における相談支援経験は 2




 FG 及び個別聞き取り調査の会話は IC レコーダーに録音し、逐語記録を作成した。










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































                                                 









































































































































































































































































Ingersoll-Dayton, B. et al. (2011). Intergenerational ambivalence: Aging mothers 










Johnson, Louise C. and Yanca, Stephen J.（2001）Social Work Practice：A Generalist 










Kemp, Susan P., Whittaker, James K., and Tracy, Elizabeth M. （1997）Person-








Larkin, Heather（2006）Social Work as an Integral Profession. Journal of Integral 





























Speck, R. V. (1985). Social networks and family therapy. In J. Schwartzman (Ed.), 







Suiter, S. V. et al. (2011). Issues of care are issues of justice: Reframing the 
experiences of family caregivers of children with mental illness. Families in 
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3. 回答は、回答欄の番号に○印を、または（  ）内に具体的にお書き下さい。以
下のような質問には、直線上のもっとも当てはまる数字に○印をつけて下さい。  
（記入例） 
いつも思う  よく思う    時々思う   たまに思う   思わない 
       5             ○4              3             2              1 









   〒６５０－００４６ 神戸市中央区港島中町４－７－２ 
     神戸女子大学健康福祉学部社会福祉学科  植戸貴子 
     Tel＆Fax:０７８－３０３－４８６２（研究室直通） 






満（   ）歳 
 
問２：ご本人の性別をお教え下さい（１つだけに○印）。 
（1）男  （2）女 
 
問３：ご本人の療育手帳の区分は、次のうちどれですか（１つだけに○印）。 
（1）Ａ （2）Ｂ－１ （3）Ｂ－２ （4）療育手帳なし （5）分からない 
 
問４：ご本人の障害程度区分は、次のうちどれですか（１つだけに○印）。 
（1）区分 1  （2）区分 2  （3）区分 3  （4）区分 4  （5）区分 5 
（6）区分 6  （7）非該当   （8）認定を受けていない  （9）分からない 
 
問５：ご本人は今、どちらにお住まいですか（１つだけに○印）。 
（1）親と同居  （2）親以外の家族（きょうだいなど）と同居 
（3）入所施設  （4）グループホーム・ケアホーム   
（5）アパートなどで一人暮らし （6）結婚して親と別居 
（7）その他（具体的に：                                ） 
 
問６：ご本人の日中の主な活動の場所はどこですか（１つだけに○印）。 
（1）一般就労  （2）通所施設や作業所  （3）学校  （4）自営業の手伝い  





















 １．服を脱ぐ   （1）一人でできる   （2）一人でできない 
 ２．体を洗う   （1）一人でできる   （2）一人でできない 
 ３．髪を洗う   （1）一人でできる   （2）一人でできない 




 １．品物を選ぶ         （1）一人でできる  （2）一人でできない 
 ２．レジに持っていく      （1）一人でできる  （2）一人でできない 
 ３．代金を支払う（店員に教えてもらいながら支払うことも含む）  
                 （1）一人でできる  （2）一人でできない 








（1）スケジュール （2）持ち物 （3）食べ物（一般的な好き嫌いや偏食は除く） 








（1）ガイドヘルパーから連絡が入った  （2）店や駅などから連絡が入った 














いつもしている よくしている  時々している たまにしている していない 
       5              4              3              2              1 
    
 
問１６：ご本人は、家事の一部を手伝っていますか。 
いつもしている よくしている  時々している たまにしている していない 
       5              4              3              2              1 
    
 
問１７：ご本人は、自分でできることを自分でしていますか。 
いつもしている よくしている  時々している たまにしている していない 
       5              4              3              2              1 
    
 
問１８：ご本人は規則正しい生活を送っていますか。 
いつもしている よくしている  時々している たまにしている していない 
       5              4              3              2              1 
    
 
問１９：ご本人に、社会でのマナーやルールを教えておられますか。 
いつもしている よくしている  時々している たまにしている していない 
       5              4              3              2              1 
    
 
問２０：ご本人に、読み書きや計算を教えてこられましたか。 
いつもしている よくしている  時々している たまにしている していない 
       5              4              3              2              1 





（1）はい   ⇒ 問２２にお進み下さい。 
（2）いいえ  ⇒ ８ページの問４８へお進み下さい。 
 
問２２：現在、あなたは知的障害のあるご本人と同居しておられますか。 
（1）はい   ⇒ 問２３へお進み下さい。 


















合計 （    ）日 








よく     かなり    多少は     あまり     全く 
思い描ける  思い描ける  思い描ける  思い描けない  思い描けない   
       5              4              3              2              1 




よく     かなり    多少は     あまり     全く 
想像できる  想像できる  想像できる  想像できない  想像できない 
       5              4              3              2              1 







（1）入所施設  （2）グループホームやケアホーム   
（3）事業所の支援を受けながら自宅かアパート 
（4）家族・親戚の支援を受けながら自宅かアパート 









いつもしている よくしている 時々している  たまにしている していない   
       5              4              3              2              1 




（1）いつも相談している   （2）時々相談している 






強く思う    かなり思う  多少思う  あまり思わない  全く思わない 
       5              4              3              2              1 
    
 
問３４：知的障害のあるお子様のことは、自分が一番よく分かっていると思いますか。 
強く思う   かなり思う   多少思う  あまり思わない  全く思わない 
       5              4              3              2              1 











強く思う   かなり思う   多少思う   あまり思わない  全く思わない 
       5              4              3              2              1 




強く思う   かなり思う   多少思う   あまり思わない  全く思わない   
       5              4              3              2              1 
    
 
問３７：知的障害のあるお子様と自分は、「一心同体」だと感じることがありますか。 
強く感じる  かなり感じる  多少感じる  あまり感じない 全く感じない 
       5              4              3              2              1 
    
 
問３８：お子様を他の知的障害のない子どもと同じように育ててこられましたか。 
いつもしている よくしている  時々している たまにしている していない 
       5              4              3              2              1 




いつも思う   よく思う   時々思う  たまに思う    思わない 
       5              4              3              2              1 




いつも思う   よく思う   時々思う  たまに思う    思わない 
       5              4              3              2              1 




いつも思う   よく思う   時々思う  たまに思う    思わない 
       5              4              3              2              1 






いつも思う   よく思う   時々思う  たまに思う    思わない 
       5              4              3              2              1 




いつも思う   よく思う   時々思う  たまに思う    思わない 
       5              4              3              2              1 
    
 
問４４：あなたは、周りの人に理解されず、孤独だと思いますか。 
いつも思う  よく思う    時々思う   たまに思う  思わない   
       5              4              3              2              1 








いつも思う  よく思う    時々思う   たまに思う  思わない   
       5              4              3              2              1 




いつも思う  よく思う    時々思う   たまに思う  思わない   
       5              4              3              2              1 




いつも思う  よく思う    時々思う   たまに思う  思わない   
       5              4              3              2              1 








いつもしている よくしている  時々している たまにしている していない 
       5              4              3              2              1 








いつもしている よくしている 時々している たまにしている  していない  
       5              4              3              2              1 
    







いつも    よく      時々     たまに     全く 
させている  させている  させている   させている  させていない 
       5              4              3              2              1 
    
















いつも    よく      時々     たまに     全く 
させている  させている  させている   させている  させていない 
       5              4              3              2              1 
    






いつもしている よくしている  時々している たまにしている していない 
       5              4              3              2              1 








（1）はい  （2）いいえ 








（1）ヘルパー  （2）施設・作業所職員  （3）支援センター相談員  
（4）学校の先生 （5）習い事や体操教室などの先生 




強く思う   かなり思う   多少思う  あまり思わない  全く思わない   
       5              4              3              2              1 






強く思う   かなり思う   多少思う  あまり思わない  全く思わない 
       5              4              3              2              1 














（1）はい  （2）いいえ 
・ それはどなたですか？あなた自身との関係をお書き下さい。思い当たる人をすべ
て書いて下さい。 










１週間に（     ）回、（    ）時間 




















★ガイドヘルパーが一人だけの場合の点数（      ）点 
★ガイドへルパーが複数の場合 
◎最も満足しているガイドヘルパー（     ）点 
◎最も不満なガイドヘルパー（      ）点 













1 年間の合計（    ）日 
 
問６７：ショートステイを初めて利用したのは、何年くらい前ですか。 










































（1）母  （2）父  （3）その他（ご本人との続柄：         ） 
 
問７２：あなたの年齢をお聞かせ下さい。 
満年齢 （   ） 歳 
 
問７３：現在のご自分の健康状態はどのくらいだと思われますか。 
とても健康  やや健康     普通   あまり健康でない 健康でない   
       5              4              3              2              1 






いつもしている よくしている  時々している たまにしている していない 
       5              4              3              2              1 
    
 
問７５：現在、あなたは、お勤めや自営業など、お仕事をしておられますか。 








強く思う  かなり思う   多少思う  あまり思わない  全く思わない   
       5              4              3              2              1 
    
 
問７８：あなたは、誰でも、成人すれば親から独立するべきだと思いますか。 
強く思う   かなり思う  多少思う  あまり思わない  全く思わない   
       5              4              3              2              1 




強く思う   かなり思う  多少思う  あまり思わない  全く思わない   
       5              4              3              2              1 




強く思う   かなり思う  多少思う  あまり思わない  全く思わない   
       5              4              3              2              1 




（1）祖父  （2）祖母  （3）父  （4）母   





（1）（     ）万円  （2）わからない 
 
問８３：現在の暮らし向き（家計）についてどう感じていますか。 
ゆとりがある ややゆとりがある  普通    やや苦しい   苦しい    
       5              4              3              2              1 





































問71：続柄 人数 % 問75：就労状況 人数 %
父親 28 6.2 週5日以上 59 13.1
母親 356 79.3 週3～4日 39 8.7
その他（きょうだい・親戚など） 30 6.7 週1～2日 18 4.0
無効回答 12 2.6 仕事をしていない 275 61.2
無回答 23 5.1 無効回答 18 4.0
合計 449 100.0 無回答 40 8.9
合計 449 100.0
問72：年齢 人数 %
30代 1 0.2 問76：V・地域活動状況 人数 %
40代 17 3.8 週1回以上 34 7.6
50代 97 21.6 月2回以上 52 11.6
60代 157 35.0 月1回程度 47 10.5
70代 105 23.4 年に数回程度 36 8.0
80代 31 6.9 参加していない 215 47.9
90代 2 0.4 無効回答 18 4.0
無効回答 12 2.7 無回答 47 10.5

















問1：年齢 人数 % 問5：居住場所・形態 人数 %
10代 10 2.2 親と同居 379 84.4
20代 93 20.7 親以外の家族と同居 16 3.6
30代 135 30.1 入所施設 21 4.7
40代 147 32.7 グループホーム・ケアホーム 21 4.7
50代 44 9.8 アパートなどで一人暮らし 4 0.9
60代 11 2.4 結婚して親と別居 0 0.0
70代 1 0.2 その他 3 0.7
無効回答 3 0.7 無効回答 3 0.7
無回答 5 1.1 無回答 2 0.4
合計 449 100.0 合計 449 100.0
平均 38.1
中央値 39 問6：日中活動の場 人数 %
最頻値 45 一般就労 104 23.2
範囲 16-72 通所施設や作業所 298 66.4
標準偏差 10.35 学校 4 0.9
自営業の手伝い 0 0.0
問2：性別 人数 % 家事手伝い 3 0.7
男性 300 66.8 その他 26 5.8
女性 144 32.1 無効回答 3 0.7
無効回答 2 0.4 無回答 11 2.4





問3：療育手帳 人数 % 祖父 7 1.6
重度 245 54.8 祖母 22 4.9
中度 119 26.5 父 248 55.2
軽度 77 17.1 母 332 73.9
手帳なし 0 0.0 きょうだい 148 33.0
分からない 2 0.4 無効回答 8 1.8

















問23：平日別々の時間 人数 % 問25：SSによる別々の日数人数 %
5時間未満 20 4.5 0日 120 26.7
5～7時間未満 84 18.7 1～5日 123 27.4
7～9時間未満 101 22.5 6～10日 23 5.1
9～11時間未満 57 12.7 11～20日 25 5.6
11時間以上 44 9.8 21日以上 21 4.7
無効回答 30 6.7 無効回答 16 3.6
無回答 33 7.3 無回答 41 9.1
非該当 80 17.8 非該当 80 17.8
合計 449 100.0 合計 449 100
平均 7.7 平均 6.1
中央値 7 中央値 1
最頻値 6 最頻値 0
範囲 0-16 範囲 0-110
標準偏差 2.44 標準偏差 14.88
問24：休日別々の時間 人数 % 問26：SS以外の別々の日数 人数 %
5時間未満 195 43.4 0日 271 60.4
5～7時間未満 60 13.4 1～5日 20 4.5
7～9時間未満 24 5.3 6日以上 9 2.0
9～11時間未満 23 5.1 無効回答 16 3.6
11時間以上 13 2.9 無回答 53 11.8
無効回答 26 5.8 非該当 80 17.8
無回答 28 6.2 合計 449 100.0
非該当 80 17.8 平均 0.5
合計 449 100.0 中央値 0
平均 3.9 最頻値 0
中央値 3 範囲 0-10






ホームヘルプ 23 5.1 1～2年未満 13 2.9
ガイドヘルプ 172 38.3 2～3年未満 11 2.4
ショートステイ 117 26.1 3～5年未満 26 5.8
5～10年未満 58 12.9
問60-1：HH週の利用回数 人数 % 10年以上 43 9.6
1回未満 3 0.7 無効回答 19 4.2
1回 8 1.8 無回答 193 43.0
2回 1 0.2 非該当 81 18.0
3回 3 0.7 合計 449 100.0
4回 2 0.4 平均 6.3
5回 2 0.4 中央値 6
無効回答 13 2.9 最頻値 10
無回答 187 41.6 範囲 0.1-18
非該当 230 51.2 標準偏差 3.69
合計 449 100.0
平均 2 問66：過去1年間のSS利用日数 人数 %
中央値 1 0日 35 7.8
最頻値 0 1～5日未満 41 9.1
範囲 0-5 5～10日未満 20 4.5
標準偏差 1.59 10～20日未満 28 6.2
20～30日未満 7 1.6
問60-2：HH週の利用時間 30～40日未満 4 0.9
1時間未満 1 0.2 40日以上 11 2.4
1～2時間未満 6 1.3 無効回答 12 2.7
2～3時間未満 8 1.8 無回答 288 64.1
3～5時間未満 1 0.2 非該当 3 0.7
5時間以上 2 0.4 合計 449 100.0
無効回答 13 2.9 平均 12.4
無回答 188 41.9 中央値 4
非該当 230 51.2 最頻値 0
合計 449 100.0 範囲 0-310
平均 2.3 標準偏差 30.52
中央値 2
最頻値 2 問67：初めてSS利用してからの年数 人数 %
範囲 0-8 1年未満 7 1.6
標準偏差 1.86 1～3年未満 30 6.7
3～5年未満 34 7.6
問61：過去1か月間のGH利用時間 度数 ％ 5～10年未満 40 8.9
1時間未満 10 2.2 10年以上 48 10.7
1～5時間未満 18 4.0 無効回答 10 2.2
5～10時間未満 33 7.4 無回答 277 61.7
10～15時間未満 24 5.4 非該当 3 0.7
15～20時間未満 19 4.2 合計 449 100.0
20時間以上 58 12.9 平均 7.2
無効回答 11 2.4 中央値 5
無回答 194 43.2 最頻値 3
非該当 82 18.3 範囲 0-30










問27：世話不能時の生活を思い描く 人数 % 問32：将来について行政などに相談する 人数 %
よく思い描ける 37 8.2 いつも相談している 11 2.4
かなり思い描ける 50 11.1 時々相談している 64 14.3
多少は思い描ける 124 27.6 あまり相談していない 119 26.5
あまり思い描けない 88 19.6 全く相談していない 154 34.3
全く思い描けない 45 10.0 無効回答 16 3.6
無効回答 16 3.6 無回答 5 1.1
無回答 9 2.0 非該当 80 17.8
非該当 80 17.8 合計 449 100.0
合計 449 100.0
問49：近所に気を配る 人数 %
問28：親元を離れた生活を想像する 人数 % いつもしている 46 10.2
よく想像できる 19 4.2 よくしている 77 17.1
かなり想像できる 49 10.9 時々している 83 18.5
多少は想像できる 137 30.5 たまにしている 73 16.3
あまり想像できない 90 20.0 していない 129 28.7
全く想像できない 50 11.1 無効回答 11 2.4
無効回答 17 3.8 無回答 30 6.7
無回答 7 1.6 合計 449 100.0
非該当 80 17.8
合計 449 100.0 問63：GH最大利用可能時間 人数 %
2時間未満 6 1.3
問30：将来について子に伝える 人数 % 2～4時間未満 26 5.8
いつも伝えようとしている 68 15.1 4～6時間未満 31 6.9
時々伝えようとしている 110 24.5 6～8時間未満 33 7.3
あまり伝えようとしていない 75 16.7 8～12時間未満 37 8.2
全く伝えようとしていない 79 17.6 12時間以上 17 3.8
無効回答 17 3.8 無効回答 26 6.0
無回答 20 4.5 無回答 192 42.8
非該当 80 17.8 非該当 81 18.0
合計 449 100.0 合計 449 100.0
平均 7.4
問31：将来について家族と話す 人数 % 中央値 6
いつもしている 23 5.1 最頻値 8
よくしている 58 12.9 範囲 0.5-24








問15：一人で通学・通勤・外出 人数 % 問38：健常児と同じ子育て 人数 %
いつもしている 190 42.5 いつもしている 79 17.6
よくしている 25 5.6 よくしている 120 26.7
時々している 18 4.0 時々している 61 13.6
たまにしている 11 2.4 たまにしている 29 6.5
していない 184 41.0 していない 48 10.7
無効回答 12 2.6 無効回答 18 4.0
無回答 9 2.0 無回答 43 9.6
合計 449 100.0 非該当 51 11.4
合計 449 100.0
問16：家事の手伝い 人数 %
いつもしている 51 11.4 問48：本人のことを伝える 人数 %
よくしている 42 9.4 いつもしている 129 28.7
時々している 115 25.6 よくしている 118 26.3
たまにしている 97 21.6 時々している 91 20.3
していない 128 28.5 たまにしている 50 11.1
無効回答 12 2.6 していない 24 5.3
無回答 4 0.9 無効回答 12 2.6
合計 449 100.0 無回答 25 5.6
合計 449 100.0
問17：できることを自分でする 人数 %
いつもしている 135 30.1問50：家族以外と交流させる 人数 %
よくしている 111 24.7 いつもさせている 50 11.1
時々している 66 14.7 よくさせている 66 14.7
たまにしている 79 17.6 時々させている 103 22.9
していない 36 8.0 たまにさせている 103 22.9
無効回答 11 2.4 させていない 83 18.5
無回答 11 2.4 無効回答 10 2.2
合計 449 100.0 無回答 34 7.6
合計 449 100.0
問18：規則正しい生活を送る 人数 %
いつもしている 171 38.1問51：地域活動に参加させる 人数 %
よくしている 159 35.4 いつもさせている 11 2.4
時々している 56 12.5 よくさせている 23 5.1
たまにしている 20 4.5 時々させている 47 10.5
していない 20 4.5 たまにさせている 79 17.6
無効回答 12 2.6 させていない 256 57.0
無回答 11 2.4 無効回答 11 2.4
合計 449 100.0 無回答 22 4.9
合計 449 100.0
問19：マナーを教える 人数 %
いつもしている 121 26.9 問52：趣味の機会を作る 人数 %
よくしている 136 30.3 いつもしている 40 8.9
時々している 90 20.0 よくしている 67 14.9
たまにしている 48 10.7 時々している 85 18.9
していない 24 5.3 たまにしている 72 16.0
無効回答 12 2.7 していない 136 30.3
無回答 18 4.0 無効回答 11 2.4














問33：世話が張り合い 人数 % 問41：子をどうしていいか 人数 %
強く思う 61 13.6 いつも思う 18 4.0
かなり思う 103 22.9 よく思う 46 10.2
多少思う 117 26.1 時々思う 81 18.0
あまり思わない 72 16.0 たまに思う 143 31.8
全く思わない 16 3.6 思わない 79 17.6
無効回答 17 3.8 無効回答 16 3.6
無回答 12 2.7 無回答 15 3.3
非該当 51 11.4 非該当 51 11.4
合計 449 100.0 合計 449 100.0
 
問77：自分で解決したい 人数 % 問42：家族と付き合いづらい 人数 %
強く思う 28 6.2 いつも思う 24 5.3
かなり思う 89 19.8 よく思う 43 9.6
多少思う 185 41.2 時々思う 63 14.0
あまり思わない 72 16.0 たまに思う 93 20.7
全く思わない 22 4.9 思わない 143 31.8
無効回答 18 4.0 無効回答 17 3.8
無回答 35 7.8 無回答 15 3.3
合計 449 100.0 非該当 51 11.4
合計 449 100.0
問78：親から独立すべき 人数 %
強く思う 23 5.1 問43：社会参加が減った 人数 %
かなり思う 75 16.7 いつも思う 22 4.9
多少思う 165 36.7 よく思う 41 9.1
あまり思わない 100 22.3 時々思う 58 12.9
全く思わない 23 5.1 たまに思う 90 20.0
無効回答 19 4.2 思わない 156 34.7
無回答 44 9.8 無効回答 17 3.8
合計 449 100.0 無回答 14 3.1
非該当 51 11.4
問39：子の行動に困る 人数 % 合計 449 100.0
いつも思う 55 12.2
よく思う 103 22.9 問44：孤独だと思う 人数 %
時々思う 107 23.8 いつも思う 7 1.6
たまに思う 82 18.3 よく思う 9 2.0
思わない 18 4.0 時々思う 31 6.9
無効回答 17 3.8 たまに思う 75 16.7
無回答 16 3.6 思わない 246 54.8
非該当 51 11.4 無効回答 17 3.8
合計 449 100.0 無回答 13 2.9
非該当 51 11.4
問40：世話を誰かに任せたい 人数 % 合計 449 100.0
いつも思う 16 3.6
よく思う 27 6.0 問36：社会に訴えるべき 人数 %
時々思う 69 15.4 強く思う 86 19.2
たまに思う 92 20.5 かなり思う 132 29.4
思わない 161 35.9 多少思う 123 27.4
無効回答 18 4.0 あまり思わない 23 5.1
無回答 15 3.3 全く思わない 2 0.4
非該当 51 11.4 無効回答 16 3.6





問74：支援を求める 人数 % 問37：子と一心同体 人数 %
いつもしている 17 3.8 強く思う 44 9.8
よくしている 61 13.6 かなり思う 96 21.4
時々している 122 27.2 多少思う 110 24.5
たまにしている 109 24.3 あまり思わない 98 21.8
していない 77 17.1 全く思わない 19 4.2
無効回答 17 3.8 無効回答 16 3.6
無回答 46 10.2 無回答 15 3.3
合計 449 100.0 非該当 51 11.4
 合計 449 100.0
問79：他者を受け入れる 人数 %
強く思う 9 2.0 問73：健康状態 人数 %
かなり思う 43 9.6 とても健康 30 6.7
多少思う 193 43.0 やや健康 57 12.7
あまり思わない 126 28.1 普通 219 48.8
全く思わない 23 5.1 あまり健康でない 81 18.0
無効回答 18 4.0 健康でない 22 4.9
無回答 37 8.2 無効回答 14 3.1
合計 449 100.0 無回答 26 5.8
合計 449 100.0
問80：リジリエンス 人数 %
強く思う 16 3.6 問75：回答者就労状況 人数 %
かなり思う 81 18.0 週５日以上 59 13.1
多少思う 215 47.9 週３～４日 39 8.7
あまり思わない 63 14.0 週１～２日 18 4.0
全く思わない 16 3.6 仕事をしていない 275 61.2
無効回答 18 4.0 無効回答 18 4.0
無回答 40 8.9 無回答 40 8.9
合計 449 100.0 合計 449 100.0
問35：子への罪悪感 人数 % 問76：回答者V・地域活動 人数 %
強く思う 78 17.4 週１回以上 34 7.6
かなり思う 67 14.9 月２回以上 52 11.6
多少思う 124 27.6 月１回程度 47 10.5
あまり思わない 73 16.3 年に数回程度 36 8.0
全く思わない 22 4.9 参加していない 215 47.9
無効回答 18 4.0 無効回答 18 4.0
無回答 16 3.6 無回答 47 10.5
非該当 51 11.4 合計 449 100.0
合計 449 100.0
問45：夫は子の世話に協力 人数 %
問34：自分が一番分かっている 人数 % いつも思う 56 12.5
強く思う 103 22.9 よく思う 84 18.7
かなり思う 174 38.8 時々思う 60 13.4
多少思う 79 17.6 たまに思う 42 9.4
あまり思わない 17 3.8 思わない 28 6.2
全く思わない 2 0.4 無効回答 17 3.8
無効回答 17 3.8 無回答 110 24.5
無回答 6 1.3 非該当 52 11.6




問58：助けてくれる人 人数 % 問55：専門職の本人理解度 人数 %
いる 224 49.9 強く思う 48 10.7
いない 154 34.3 かなり思う 150 33.4
無効回答 10 2.2 多少思う 120 26.7
無回答 61 13.6 あまり思わない 11 2.4
合計 449 100.0 全く思わない 3 0.7
 無効回答 51 11.4
問64：GH評価点（10点満点） 人数 % 無回答 43 9.6
5点未満 1 0.2 非該当 23 5.1
5点以上7点未満 17 3.8 合計 449 100.0
7点以上9点未満 72 16.0
9点以上 61 13.6問56：専門職の家族理解度 人数 %
無効回答 14 3.1 強く思う 25 5.6
無回答 202 45.0 かなり思う 114 25.4
非該当 82 18.3 多少思う 143 31.8
合計 449 100.0 あまり思わない 30 6.7
平均 8.2 全く思わない 3 0.7
中央値 8 無効回答 51 11.4
最頻値 8 無回答 60 13.4
範囲 3.5-10 非該当 23 5.1
標準偏差 1.47 合計 449 100.0
（２）子の側の要因 P.10
問9-1：服を脱ぐ 人数 % 問10-3：代金を支払う 人数 %
一人でできる 386 86.0 一人でできる 210 46.8
一人でできない 41 9.1 一人でできない 211 47.0
無効回答 6 1.3 無効回答 6 1.3
無回答 16 3.6 無回答 22 4.9
合計 449 100.0 合計 449 100.0
 
問9-2：体を洗う 人数 % 問10-4：おつりが分かる 人数 %
一人でできる 268 59.7 一人でできる 115 25.6
一人でできない 154 34.3 一人でできない 298 66.4
無効回答 6 1.3 無効回答 7 1.5
無回答 21 4.7 無回答 29 6.5
合計 449 100.0 合計 449 100.0
問9-3：髪を洗う 人数 % 問11：こだわりの有無 人数 %
一人でできる 252 56.1 ある 256 57.0
一人でできない 170 37.9 ない 160 35.6
無効回答 6 1.3 無効回答 10 2.2
無回答 21 4.7 無回答 23 5.1
合計 449 100.0 合計 449 100.0
問9-4：服を着る 人数 % 問13：パニックの日数 人数 %
一人でできる 351 78.2 ０日 180 40.0
一人でできない 72 16.0 １～９日 96 21.4
無効回答 6 1.3 １０～１９日 20 4.5
無回答 20 4.5 ２０～３０日 23 5.1
合計 449 100.0 無効回答 6 1.3
無回答 124 27.6
問10-1：品物を選ぶ 人数 % 合計 449 100.0
一人でできる 263 58.6 平均 3.5
一人でできない 161 35.9 中央値 0
無効回答 6 1.3 最頻値 0
無回答 19 4.2 範囲 0-30








問46：夫は子とよく関わる 人数 % 問47：夫は子を理解している 人数 %
いつも思う 58 12.9 いつも思う 46 10.2
よく思う 86 19.2 よく思う 81 18.0
時々思う 54 12.0 時々思う 67 14.9
たまに思う 45 10.0 たまに思う 41 9.1
思わない 27 6.0 思わない 36 8.0
無効回答 17 3.8 無効回答 17 3.8
無回答 110 24.5 無回答 109 24.3
非該当 52 11.6 非該当 52 11.6
合計 449 100.0 合計 449 100.0
（４）経済的状況の要因
問82：世帯平均月収 人数 % 問83：暮らし向きのゆとり 人数 %
20万円未満 44 9.8 ゆとりがある 18 4.0
20万円～40万円未満 142 31.6 ややゆとりがある 38 8.5
40万円～60万円未満 55 12.2 普通 201 44.8
60万円～80万円未満 12 2.7 やや苦しい 97 21.6
80万円～ 21 4.7 苦しい 41 9.1
無効回答 10 2.2 無効回答 27 6.0
無回答 165 36.7 無回答 27 6.0








問12：こだわり内容（複数回答） 人数 % 問14：外出先ﾄﾗﾌﾞﾙ（複数回答） 人数 %
スケジュール 140 31.2 ガイドヘルパーから連絡 15 3.3
持ち物 134 29.8 店・駅などから連絡 4 0.9
食べ物 63 14.0 警察に通報された 7 1.6
その他のこだわり 66 14.7 その他のトラブル 28 6.2
無効回答 10 2.2 トラブルなし 321 71.5














問53：専門職による傷つき体験 人数 % 問54：相談できる身近な人 人数 %
ある 159 35.4 ヘルパー 10 2.2
ない 241 53.7 施設・作業所職員 233 51.9
無効回答 11 2.4 支援センター相談員 55 12.2
無回答 38 38.8 学校の先生 5 1.1
合計 449 100.0 習い事などの先生 3 0.7
その他 29 6.5
問65：ガイドヘルプの困り事 人数 % いない 25 5.6
時間数が足りない 22 4.9 無効回答 41 9.1
利用要件が合わない 49 10.9 無回答 48 10.7
土日祝日が使いにくい 34 7.6 合計 449 100.0
その他の困り事 30 6.7
困り事なし 7 1.6問68：ショートステイの困り事 人数 %
非該当 82 18.3 日数が足りない 18 4.0
無効回答 14 3.1 いざという時に空きがない 100 22.3








問23：平日別々時間 問24：休日別々時間 問25：SS等による外泊日数 問26：SS等以外による外泊日数
問78：親から独立すべき
(1-5)
r=.170**, p=.004, n=279 r=.037, p=.529, n=290 r=.013, p=.821, n=286 r=.112, p=.060, n=280
問75：就労状況
(1-4)
r=.230**, p=.000, n=279 r=.185**, p=.002, n=289 r=－.126*, p=.033, n=284 r=－.038, p=.530, n=277
問76：ボランティア・地域活動状
況　 　(1-4)
r=.049, p=.419, n=276 r=－.040, p=.499, n=286 r=.058 ,p=.329, n=280 r=－.018, p=.765, n=276
問45：夫は子の世話に協力する
(1-5)
r=.024, p=.722, n=219 r=－.043, p=.520, n=224 r=－.018, p=.785, n=223 r=.014, p=.842, n=218
問3：療育手帳
(1-3)
r=.540**, p=.000, n=305 r=.427**, p=.000, n=314 r=－.114*, p=.045, n=311 r=.081, p=.160, n=299
問4：障害程度区分
(6-1)
r=.470**, p=.000, n=216 r=.294**, p=.000, n=223 r=－.205**, p=.002, n=230 r=.054, p=.422, n=223
問46：父親の子への関わり度
(1-5)
r=－.032, p=.639, n=219 r=－.050, p=.458, n=224 r=－.015, p=822, n=223 r=.078, p=.251, n=218
問47：父親の子への理解度
(1-5)
r=.040, p=.559, n=220 r=.022, p=.740, n=225 r=.009, p=.895, n=224 r=.010, p=.880, n=219
問82：世帯平均月収 r=.168*, p=.019, n=196 r=.100, p=.151, n=206 r=－.066, p=.349, n=201 r=－.038, p=.591, n=199
問83：暮らし向きのゆとり
(1-5)
r=.145*, p=.015, n=279 r=.086, p=.143, n=291 r=－.093, p-=.115, n=287 r=－.077, p=.194, n=284
問33：世話が張り合い
(1-5)
r=－.033, p=.571, n=297 r=－.021, p=.712, n=309 r=.155**, p=.007, n=305 r=.015, p=.797, n=294
問77：自分で解決したい
(1-5)
r=.054, p=.370, n=282 r=－.051, p=.384, n=292 r=－.038, p=.515, n=289 r=.068, p=.256, n=282
問39：子の行動に困る
(1-5)
r=－.118*, p=.043, n=292 r=－.139*, p=.016, n=302 r=.104, p=.073, n=297 r=.001, p=.984, n=288
問40：世話を誰かに任せたい
(1-5)
r=－.135*, p=.021, n=292 r=－.074, p=.199, n=303 r=.081, p=.162, n=299 r=.023, p=.697, n=289
問41：どうしていいか分からない
(1-5)
r=－.041, p=.489, n=292 r=.012,p=.837,n=304 r=.013,p=.828,n=299 r=.022, p=.704, n=289
問42：家族と付き合いづらい
(1-5)
r=－.183** ,p=.002, n=292 r=－.165**, p=.004, n=302 r=.045, p=.439, n=297 r=.035, p=.551, n=289
問43：社会参加が減った
(1-5)
r=－.209**, p=.000, n=293 r=－.149**, p=.009, n=304 r=.078, p=.176, n=299 r=.038, p=.518, n=291




問61：GH月の利用時間 問62：GH利用年数 問66：SS利用日数 問67：SS利用年数
問78：親から独立すべき
(1-5)
r=－.009, p=.909, n=149 r=－.155, p=.063, n=144 r=.023, p=.794, n=136 r=.065, p=.437, n=145
問75：就労状況
(1-4)
r=.102, p=.215, n=149 r=.120, p=.152, n=144 r=－.124, p=.152, n=135 r=－.139, p=.097, n=143
問76：ボランティア・地域活動状
況　 　(1-4)
r=－.152, p=.067, n=147 r=－.003, p=.971, n=143 r=－.083, p=.340, n=135 r=.059, p=.488, n=142
問64：GH評価点 r=－.140, p=.092, n=146 r=－.073, p=.382, n=146 r=.069, p=.536, n=82 r=－.012, p=.909, n=89
問55：専門職の子への理解
（1-5）
r=－.012, p=.889, n=134 r=－.004, p=.968, n=127 r=.187*, p=.041, n=119 r=.146, p=.096, n=132
問56：専門職の家族への理解
（1-5）
r=.088, p=.319, n=131 r=.044, p=.631, n=124 r=.271**, p=.003, n=117 r=.164, p=.062, n=131
問82：世帯平均月収 r=.068, p=.496, n=102 r=－.063, p=.532, n=100 r=.006, p=.953, n=95 r=－.088, p=.389, n=99
問83：暮らし向きのゆとり
(1-5)
r=.030, p=.715, n=151 r=－.029, p=.724, n=147 r=－.127, p=.142, n=136 r=－.133, p=.106, n=148
問33：世話が張り合い
(1-5)
r=.012, p=.883, n=149 r=.036, p=.666, n=144 r=－.051, p=.561, n=134 r=.014, p=.870, n=145
問77：自分で解決したい
(1-5)
r=－.043, p=.600, n=151 r=－.096, p=.249, n=147 r=.162, p=.058, n=137 r=.050, p=.550, n=146
問73：健康状態
（1-5)


























































協力する   (1-5)

























































































































































































































r= － .004, p=.942,
n=319




























































r= － .051, p=.357,
n=333












r= － .089, p=.114,
n=315
































































































































r= － .019, p=.766,
n=254








































r= － .011, p=.842,
n=317




































r= － .013, p=.812,
n=321


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































問27：世話不能時の生活を描く（1-5) 問28：親元を離れた生活を想像(1-5) 問30：将来について子に伝える(1-4) 問31：将来について家族と話す(1-5)
多くする
要因
一元配置分散分析の結果～従属変数「ケアを委ねようという意向」(2/2)
あり
できる
なし
できない
分散分析
あり
できる
なし
できない
分散分析
あり
できる
なし
できない
分散分析
問58：助けてくれる
人の有無
1.89 1.67
F(1,308)=4.898*,
p=.028
2.87 2.24
F(1,361)=19.742**,
p=.000
7.69 6.80
F(1,139)=.805,
p=.371
問9-1：服を脱ぐ 1.82 1.56
F(1,337)=3.011,
p=.084
2.64 2.36
F(1,393)=1.446,
p=.230
7.39 5.47
F(1,144)=1.705,
p=.194
問9-2：体を洗う 1.84 1.71
F(1,333)=1.782,
p=.183
2.54 2.70
F(1,390)=1.202,
p=.274
8.40 5.84
F(1,144)=8.537**,
p=.004
問9-3：髪を洗う 1.83 1.74
F(1,333)=.909,
p=.341
2.54 2.68
F(1,390)=1.032,
p=.310
8.59 5.86
F(1,144)=9.859**,
p=.002
問9-4：服を着る 1.82 1.66
F(1,333)=1.757,
p=.186
2.65 2.37
F(1,390)=2.332,
p=.128
7.70 5.22
F(1,144)=4.978*,
p=.027
問10-1：品物を選ぶ 1.82 1.75
F(1,334)=.535,
p=.465
2.63 2.57
F(1,392)=.188,
p=.665
7.43 6.89
F(1,144)=.360,
p=.549
問10-2：レジに
持っていく
1.84 1.73
F(1,333)=1.468,
p=.227
2.55 2.64
F(1,386)=.334,
p=.564
8.01 6.22
F(1,144)=4.039*,
p=.046
問10-3：代金を
支払う
1.85 1.73
F(1,332)=1.669,
p=.197
2.53 2.68
F(1,388)=1.089,
p=.297
7.73 6.68
F(1,144)=1.406,
p=.238
問10-4：おつりが
分かる
1.86 1.78
F(1,325)=.647,
p=.422
2.43 2.66
F(1,382)=2.013,
p=.157
8.46 6.99
F(1,143)=1.357,
p=.246
問11：こだわりの有
無
1.87 1.66
F(1,333)=5.181*,
p=.023
2.77 2.37
F(1,382)=7.911**,
p=.005
7.03 7.67
F(1,142)=.460,
p=.499
多くする
要因
問32：行政に相談する(1-4) 問49：近所に気を配る(1-5) 問63：GH最大利用可能時間
